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無形文化遺産部会の設置について 

令和８年４月１６日 

文 化 審 議 会 

１．設置の趣旨 

 文化審議会令（平成１２年６月７日政令第２８１号）第６条第１項及び文

化審議会運営規則（平成２３年６月１日文化審議会決定）第４条第１項の規

定に基づき，下記２．に関する調査審議を行うため，文化審議会に無形文化遺

産部会を設置する。 

２．調査審議事項 

（１）無形文化遺産の保護に関する条約（以下「無形文化遺産保護条約」とい

う。）の実施に関し，文化庁として講ずべき施策に関する基本的事項 

（２）無形文化遺産保護条約第１６条等に基づき，人類の無形文化遺産の代表

的な一覧表，緊急に保護する必要がある無形文化遺産の一覧表，本条約の

原則及び目的を最も反映している，無形文化遺産を保護するための計画，

事業及び活動に記載・選定されることが適当と思われる我が国の無形文化

遺産，無形文化遺産を保護するための計画，事業及び活動の候補に関する

事項 

（３）その他，無形文化遺産保護条約の実施に関し必要な事項

３．部会の議決 

 文化審議会令第６条第６項及び文化審議会運営規則第４条第３項に基づ

き，上記２．に掲げる事項については，無形文化遺産部会の議決をもって審議

会の議決とする。 

ただし，審議会が必要と認めるときは，この限りでない。 

４．構成 

 文化審議会令第６条第２項の規定に基づき，会長が指名する委員，臨時委

員により構成する。 
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文
化
審
議
会
無
形
文
化
遺
産
部
会
運
営
規
則
（
案
） 

 

（
令
和
八
年
七
月 

 

日
文
化
審
議
会
無
形
文
化
遺
産
部
会
決
定
）  

文
化
審
議
会
運
営
規
則
（
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
文
化
審
議
会
決
定
）
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
化
審
議
会
無
形

文
化
遺
産
部
会
運
営
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

（
総
則
） 

第
一
条 

文
化
審
議
会
無
形
文
化
遺
産
部
会
（
以
下
「
部
会
」
と
い
う
。
）
の
議
事
の
手
続
き
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
文
化
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
及
び
文
化
審
議
会
運
営
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ

の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
会
議
の
公
開
） 

第
二
条 

部
会
の
会
議
は
公
開
し
て
行
う
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
部
会
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

部
会
の
会
議
の
公
開
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
会
議
の
公
開
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
部
会
長
が
部
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

（
守
秘
義
務
及
び
利
益
相
反
） 

第
三
条 

部
会
に
属
す
る
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
審
議
の
過
程
に
お
い
て
取
得
し
た
一
切
の
情
報

を
、
口
頭
及
び
そ
の
他
の
手
段
を
用
い
て
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
案
件
の
議
決
後
に
公
表
さ
れ
た
情
報
に
つ

い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

２ 

委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
第
十
六
条
等
に
基
づ
き
、
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表

的
な
一
覧
表
、
緊
急
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
無
形
文
化
遺
産
の
一
覧
表
、
本
条
約
の
原
則
及
び
目
的
を
最
も
反
映
し
て
い
る
、
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無
形
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
た
め
の
計
画
、
事
業
及
び
活
動
の
候
補
を
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
と
思
わ
れ
る
我
が
国
の
無
形

文
化
遺
産
、
無
形
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
た
め
の
計
画
、
事
業
及
び
活
動
の
候
補
を
選
定
す
る
際
、
当
該
候
補
に
つ
い
て
自
己

が
利
害
関
係
を
有
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
雑
則
） 

第
四
条 

文
化
審
議
会
運
営
規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
部
会
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。 

 

第
五
条 

部
会
は
、
そ
の
調
査
審
議
事
項
に
関
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
関
係
が
あ
る
者
の
出
席
を
求

め
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

第
六
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
部
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
部
会
長
が
部

会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

  

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
部
会
の
決
定
の
日
（
令
和
八
年
七
月 

 

日
）
か
ら
施
行
す
る
。 



 

 

 

文化審議会無形文化遺産部会の会議の公開について（案） 

（令和８年７月 日文化審議会無形文化遺産部会決定） 
 

 

文化審議会無形文化遺産部会（以下「部会」という。）の会議の公開については，文化審

議会無形文化遺産部会運営規則（令和８年７月 日文化審議会無形文化遺産部会決定）第二

条第一項に定めるもののほか，下記により取り扱うものとする。 
 

（会議の公開） 

1.  部会の会議は，公開とする。ただし，次の（１）から（３）までの案件を審議する

場合を除く。 

(１) 部会長の選任その他人事に係る案件 

(２)  無形文化遺産部会の設置について（令和８年４月１６日文化審議会決定）２．

調査審議事項（２）により，人類の無形文化遺産の代表的な一覧表，緊急に保護す

る必要がある無形文化遺産の一覧表，本条約の原則及び目的を最も反映してい

る，無形文化遺産を保護するための計画，事業及び活動に記載・選定されることが適

当と思われる我が国の無形文化遺産，無形文化遺産を保護するための計画，事業

及び活動の候補の調査審議に係る案件 

(３)  上記のほか，部会長が，公開することにより公平かつ中立な審議に著しい支障

を及ぼすおそれがあると認める案件その他正当な理由があると認める案件 
 

2.  会議を公開する場合には，会議の日時，場所及び議事を原則として会議開催日の１

週間前の日（１週間前の日が行政機関の休日の場合は，その直前の行政機関の休日で

ない日とする。）までに文化庁ホームページに掲載するとともに文部科学省大臣官房

総務課広報室に掲示する。 

 

（会議の傍聴） 

3.  会議を傍聴しようとする者は，あらかじめ，文化庁文化資源活用課（以下「事務局」と

いう。）の定める手続により登録を受けなければならない。ただし，会議を傍聴する

ことができる者は，原則として受付の順序に従って事務局が許可する人数とする。 
 

4.  ３．の登録を受けた者（以下「登録傍聴人」という。）は，議事の円滑な進行の妨

げとならない範囲内で，テレビカメラ等による撮影，録画又は録音をすることができ

る。ただし，部会長が議事の円滑な進行に支障を生ずるおそれがあると判断する場合

は，この限りでない。 

 

5.  登録傍聴人は，４．に定めることのほか，議事の進行を妨げる行為をしてはならな

い。議事の円滑な進行に支障を生ずる行為を行う者に対しては，部会長は退場を命ず

る等適当な措置をとることができる。 
 

（議事録の公開） 

6.  議事録は公開とする。ただし，１．ただし書に掲げる案件の議事録は非公開とし，

この部分の議事要旨を作成し，これを公開するものとする。なお，この場合において， 

１．ただし書の（３）に該当する案件については，議事録を非公開とする理由を議事

要旨に明記するものとする。 

 

（会議資料の公開） 

7.  会議資料は公開とする。ただし，１．ただし書に掲げる案件の会議資料は非公開と

する。 
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ユネスコ無形文化遺産保護条約 第２０回政府間委員会 概要 

 

１．日時・場所 

２０２５年１２月８日（月）～１２月１２日（金） インド・ニューデリー 開催 

※当初は１３日（土）までの開催が予定されていたが、円滑な審議の進捗により１日早い終了となった。 

 

２．委員会の構成 

議長：  インドのヴィシャル・V・シャルマ氏 

副議長：フランス、スロヴァキア、バルバドス、エチオピア、モーリタニア 

報告者：フランス（アラブ首長国連邦のアイシャ・カマリ氏が渡航できなかったため、代行） 

委員国：以下、２４か国 

 

３．主要議題概要 

（１）「無形文化遺産代表一覧表」等の審議（議題７a.～ｄ.） 

  政府間委員会で６７件が審査された。（うち、８件は審査上限の枠外） 

 

○「代表一覧表」（全７１６件） 

➢ ５５件が審査され、記載５５件（うち、８件は審査上限の枠外） 

※ 評価機関の勧告：記載５４件、情報照会１件（その後、審査前に取り下げ）。 

※ 拡張提案を行った「和紙
わ し

：日本
にほん

の手漉
てすき

和紙
わ し

技術
ぎじゅつ

」「山
やま

・鉾
ほこ

・屋台
やたい

行事
ぎょうじ

」 

「伝統
でんとう

建築
けんちく

工匠
こうしょう

の技
わざ

：木造
もくぞう

建造物
けんぞうぶつ

を受け継ぐ
う け つ ぐ

ための伝統
でんとう

技術
ぎじゅつ

」が記載された。 

※ 審査件数上限の対象外となる緊急保護一覧表から代表一覧表への移動２件、 

拡張案件の６件を含む。 

 

グループ 地域 任期：2022-2026 任期：2024-2028 

I 西欧・その他諸国 ドイツ フランス、スペイン 

II 東欧 ウズベキスタン、スロヴァキア ウクライナ 

Ⅲ 中南米・カリブ海諸国 パラグアイ 
バルバドス、 

ドミニカ共和国、ハイチ 

Ⅳ アジア・太平洋 
バングラデシュ、インド、 

マレーシア、ベトナム 
中国 

Ⅴ(a) アフリカ 
アンゴラ、ブルキナファソ、 

エチオピア 

ナイジェリア、ウガンダ、 

ザンビア 

Ⅴ(b) アラブ諸国 モーリタニア 
アルジェリア、 

アラブ首長国連邦 

資 料 ５ 



 

2 

 

○「緊急保護一覧表」（全９０件）  

➢ １１件が審査され、記載１１件 

※ 評価機関の勧告：記載１１件 

※ 国際的援助要請３件も含む 

 

〇「グッド・プラクティス」（全４３件） 

➢ １件が審査され、選択１件 

※ 評価機関の勧告：記載１件 

 

（２）次回委員会の開催時期・場所（議題１８） 

開催時期：２０２６年１１月３０日（月）～１２月５日（土） 

開催場所：中国・厦門 

 



ユネスコ無形文化遺産保護条約 第１１回締約国会議 概要 

１．日時・場所 

２０２６年６月１７日（水）～６月１８日（木） フランス・パリ 開催 

２．主要議題概要 

（１）定期報告制度の改正について（議題７） 

無形文化遺産保護条約に基づく定期報告制度について、これまでの地域ごとの６年周期の報告方

式から、全締約国が同じ時期に４年ごとに報告する方式へ移行することが承認された。 

主な変更点は以下のとおり。 

・ 報告周期：４年に１回（従来は６年に１回）

・ 提出方式：全締約国が同時期に報告書を提出（従来は地域ごとのローテーション制）

・ 提出期限：６月３０日

・ 報告様式の簡素化により、締約国の事務負担を軽減

この見直しは、地域別報告制度の 1 巡目が終了したことを受けて行われるもので、各国の報告状

況を同じタイミングで把握し、条約の実施状況をより効果的にモニタリングすることを目的としている。 

日本は２０２４年１２月に定期報告書を提出したところであるが、今回の制度改正により、次回の定

期報告書は、２０２７年６月３０日までに提出する必要がある。 

（２）提案書審査制度の見直しについて（議題６・７） 

 提出される提案書類の件数及びその処理に関して生じている課題に留意し、第２１回および第２

２回の政府間委員会で検討を行い、その結果を、２０２８年開催予定の第１２回締約国会議にて報告

されることが決定された。 

また、提案書類の形式的要件の確認のプロセスにおいては、提案件数が増加しており、確認すべ

き事項も多いため、審査手続及びスケジュールの見直しが承認された。改正後の審査スケジュール

を２０２７年提案サイクルから適用される。 

主な内容は以下のとおり。 

・ 事務局による技術的完全性確認期限を、提出翌年の８月３１日に延長（従来は６月３０日）

・ 締約国による不足資料提出期限を、提出翌年の１１月３０日に延長（従来は９月３０日）

・ 評価機関による審査期間を提出翌年の１２月～翌々年６月に延長（従来は１２月～５月）

（ 背景 ） 

この見直しは、一覧表記載メカニズムへの関心の高まりに伴い提案件数が増加していることを受

けて行われるもので、２０２４年及び２０２５年サイクルでは計１４０件の案件が処理され、２０２２年及び

２０２３年サイクルの１２１件から増加した。また、２０２６年サイクルでは１３７件の検討を要する案件の
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うち７１件が処理対象となっている。２０２７年サイクルについては検討を要する案件が１７０件ある。処

理対象については、まだ確定していないが、２０２６年サイクルと同程度又はそれを上回る件数の案

件が見込まれている。 

（３）政府間委員会委員国選挙（議題１０） 

日本はアジア・太平洋グループ（グループ IV）の委員国として選出された。任期は２０２６年から４年

間の２０３０年まで。そのほかに選出された委員国は以下の通り。 

グループ 地域 任期：2026-2030 

I 西欧・その他諸国 ノルウェー 

II 東欧 アルバニア、ブルガリア 

Ⅲ 中南米・カリブ海諸国 グアテマラ 

Ⅳ アジア・太平洋 カンボジア、インドネシア、日本、フィリピン 

Ⅴ(a) アフリカ ジブチ、ギニア、マリ 

Ⅴ(b) アラブ諸国 オマーン 

（参考）2024-2028 年任期の委員国 

グループ 地域 任期：2024-2028 

I 西欧・その他諸国 フランス、スペイン 

II 東欧 ウクライナ 

Ⅲ 中南米・カリブ海諸国 バルバドス、ドミニカ共和国、ハイチ 

Ⅳ アジア・太平洋 中国 

Ⅴ(a) アフリカ ナイジェリア、ウガンダ、ザンビア 

Ⅴ(b) アラブ諸国 アルジェリア、アラブ首長国連邦 
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■ 申請国は、申請書において、代表一覧表への記載申請案件が、次のすべての条件を
  満たしていることを証明するよう求められる。

１．申請案件が条約第２条に定義された「無形文化遺産」を構成すること。

２．申請案件の記載が、無形文化遺産の認知、重要性に対する認識を確保し、対話を誘発し、
よって世界的に文化の多様性を反映し且つ人類の創造性を証明することに貢献するもの
であること。

３．申請案件を保護し促進することができる保護措置が図られていること。
４．申請案件が、関係する社会、集団および場合により個人の可能な限り 幅広い参加
      および彼らの自由な、事前の説明を受けた上での同意を伴って提案されたものであること。
５．条約第１１条および第１２条に則り、申請案件が提案締約国の領域内にある無形文化遺産

の目録に含まれていること。

ユネスコ無形文化遺産について 令和8年4月1日現在

2003年(平成15年) 無形文化遺産保護条約 採択〔2004(H16)年 日本締結（世界で３番目）、 2006(H18)年 発効〕

【目 的】

条約の概要

■ 無形文化遺産の保護
■ 無形文化遺産の重要性及び相互評価の重要性に関する意識の向上  等

【内 容】

締約国数：１８５

■ 「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」（代表一覧表）の作成
■ 「緊急に保護する必要のある無形文化遺産の一覧表」の作成
■ 無形文化遺産基金による国際援助  等

我が国の無形文化遺産登録（代表一覧表記載）状況等

2008(H20)    能楽 (のうがく)                        人形浄瑠璃文楽 (にんぎょうじょうるりぶんらく)          歌舞伎 (かぶき)

2009(H21)

 ががく     おぢやちぢみ・えちごじょうふ           おくのとのあえのこと                                      はやちねかぐら

 雅楽   小千谷縮・越後上布【新潟】  奥能登のあえのこと【石川】 早池峰神楽【岩手】

あきうのたうえおどり だいにちどうぶがく             だいもくたて               あいぬこしきぶよう

秋保の田植踊【宮城】 大日堂舞楽【秋田】 題目立【奈良】 アイヌ古式舞踊【北海道】

2010(H22) 組踊 (くみおどり)   結城紬 (ゆうきつむぎ)【茨城・栃木】

2011(H23)
  みぶのはなたうえ    さだしんのう                              ほんみのし   ちちぶまつりのやたいぎょうじとかぐら    たかやままつりのやたいぎょうじ おがのなまはげ

壬生の花田植【広島】   佐陀神能【島根】 【情報照会】 本美濃紙、秩父祭の屋台行事と神楽、高山祭の屋台行事、男鹿のナマハゲ

2012(H24) 那智の田楽 ( なちのでんがく) 【和歌山】

2013(H25) 和食；日本人の伝統的な食文化

2014(H26)
わし    にほんのてすきわしぎじゅつ       

和紙：日本の手漉和紙技術

2016(H28)
やまほこやたいぎょうじ

山・鉾・屋台行事

2018(H30)
らいほうしん かめんかそうのかみがみ

来訪神：仮面・仮装の神々

2020(R2)
でんとうけんちくこうしょうのわざ もくぞうけんぞうぶつをうけつぐためのでんとうぎじゅつ

伝統建築工匠の技：木造建造物を受け継ぐための伝統技術

2022(R4)
ふりゅうおどり

風流踊

2024(R6)
でんとうてきさけづくり

伝統的酒造り

提案中

しょどう

書道
かぐら

神楽

温泉文化

登録までの流れ

■締約国からユネスコに申請（毎年３月）

■評価機関による審査 

■政府間委員会において決定 （翌年11月頃） 

① 記載（inscribe） 

② 情報照会（refer）⇒ 追加情報の要求 

③ 不記載（not to inscribe） 

登録基準

〔各年、約６０件の審査件数の制限〕

＊無形文化遺産の登録のない国等の審査を優先
＊我が国の案件は実質２年に１回の審査となっている

（a）口承による伝統及び表現 （b）芸能 （c）社会的慣習、儀式及び祭礼行事
（d）自然及び万物に関する知識及び慣習  （ｅ）伝統工芸技術

※2009年に無形文化遺産に登録された京都祇園祭の山鉾行事【京都】、日立風流物【茨城】に秩父祭の屋台行事と神楽【埼玉】、
高山祭の屋台行事【岐阜】など31件を追加し、計33件の行事として登録。
※2025年に常陸大津の御船祭【茨城】、村上祭の屋台行事【新潟】、放生津八幡宮祭の曳山・築山行事【富山】、大津祭の曳山行事【滋賀】を追加し、
計37件の行事として拡張登録。
※吉田祭のお練り行事【愛媛】を追加する拡張提案中。

※2009年に無形文化遺産に登録された石州半紙【島根】に本美濃紙【岐阜】、細川紙【埼玉】を追加して登録。
※2025年に越前鳥の子紙【福井】を追加し、計4件の技術として拡張登録。

文化審議会決定

日本は現在23件（※）

（世界全体では716件）
（※） 国指定文化財等としては128件

※2009年に無形文化遺産に登録された甑島のトシドン【鹿児島】に、男鹿のナマハゲ【秋田】、能登のアマメハギ【石川】、宮古島の
パーントゥ【沖縄】、遊佐の小正月行事（アマハゲ）【山形】、米川の水かぶり【宮城】、見島のカセドリ【佐賀】、吉浜のスネカ【岩手】、
薩摩硫黄島のメンドン【鹿児島】、悪石島のボゼ【鹿児島】を追加して計10件の行事として登録。

重要無形文化財

重要無形民俗文化財

選定保存技術

※2009年に提案したものの未審査となっていた「建造物修理・木工」に
「檜皮葺・杮葺」「建造物装飾」等を追加し、計17件の技術として登録。
※2025年に手織中継表製作を追加し、計18件の技術として拡張登録。
※「屋根瓦葺（琉球瓦葺）」（保存団体名：琉球瓦葺技術保存会）、「（一
社） 日本茅葺き文化協会」（茅葺）及び「NPO法人 丹波漆」（日本産漆
生産・精製）を追加する拡張提案中。

＜無形文化遺産保護条約運用指示書（抜粋）＞

登録無形文化財

※「書道」は2026年12⽉頃に登録審議予定

※2009年に無形文化遺産に登録されたチャッキラコ【神奈川】に、綾子踊【香川】など40件を追加し、計41件の伝統芸能として登録。
※白鳥の拝殿踊【岐阜】を追加する拡張提案中。

※「神楽」は2028年12⽉頃に登録審議予定

※「温泉文化」は2030年12⽉頃に登録審議予定

資料７



「山・鉾・屋台行事」の保護・継承に係る取組事例の説明資料 

（岐阜県高山市） 

資料８―１ 
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高山市教育委員会文化財課 

牛丸 岳彦 

ユネスコ無形文化遺産登録後の取組について―「山・鉾・屋台行事」―

１．「山・鉾・屋台行事」の概要 

・名 称：重要無形民俗文化財「高山祭の屋台行事」

・所在地：岐阜県高山市

・保護団体：日枝神社氏子山王祭保存会 八幡宮氏子八幡祭保存会

・行事の概要：春の日枝神社の山王祭と秋の櫻山八幡宮の八幡祭に行われる二つ

の屋台行事から構成され、華麗な装飾を施した屋台が城下を曳行する。 

２．ユネスコ登録後に実施した主な取組 

・登録決定記念セレモニー（H28.12.2）

・広報たかやま登録記念特集（H28.12.15）

・ユネスコ無形文化遺産登録記念「高山祭屋台の総曳き揃え」（H29.4.29－4.30） 

・飛騨高山まちの博物館 平成 29 年度春季特別展 ユネスコ無形文化遺産登録

記念『高山祭 ―祭の華とひと―』（H29.5.13－6.25）

・春季特別展「高山祭－祭の華とひと－」関連事業 記念シンポジウム「高山祭

と屋台の魅力を探る」（H29.6.18）

・高山屋台保存会で独自ホームページ開設（H31.4.25）

・岐阜大学学生による課題解決型実習（R6－現在）

・至学館大学公開講座「日本の祭シンポジウム」（R6.9.15）

・國學院大學「関係人口を活用した祭礼継承の研究」（R7 度）

・ロブロックスクリエーターの祭参加（R8.4.14－4.15）

・國學院大學学生の祭参加（R8.4.14－4.15）

３．上記の取組の効果や見えてきた課題 

・セレモニーや展示、シンポジウムにより市民の祭に対する思い入れが深まり、

市外の方への PRにつながった。 

・国際的な認知度が向上し、インバウンド客の増加につながるとともにロブロッ

クスクリエイターの来訪や、その満足度の向上にもつながった。

・県の無形文化遺産伝承事業費補助金が新たに創設されるとともに、国庫補助事

業に対する県費上乗せが復活した。 

・かつての高山祭は都市部と農村部が様々なつながりを持って開催されていた

が、戦後そのつながりが失われ、都市部住民中心に祭礼が維持されてきた。そ

の結果深刻な担い手不足となっているが、近年祭区域外からの担い手の受け入

れの考え方が柔軟になってきた。現在比較的若い地域住民の中で観光庁の補助

金などを活用し、新たな仕組みを作ろうという取り組みが始まった。

４．その他、ユネスコ登録との関係で行事の保存・活用上、留意されること 

・インバウンド客の増加により旅行費用が高騰し日本人客離れが起きている。
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「山・鉾・屋台行事」の保護・継承に係る取組事例の説明資料 

（愛知県犬山市） 

資料８―２ 
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犬山市教育委員会歴史まちづくり課 

市野 恵子 

ユネスコ無形文化遺産登録後の取組について―「山・鉾・屋台行事」―

１．「山・鉾・屋台行事」の概要 

・名 称：重要無形民俗文化財「犬山祭の車山行事」

・所在地：愛知県犬山市

・保護団体：一般社団法人犬山祭保存会

・行事の概要：毎年４月初旬の針綱神社の例祭に行われ、精巧なからくり人形を載せた 13 輛

の山車が犬山城下の町中を巡行する。

２．ユネスコ登録後に実施した主な取組 

・保護の強化

犬山祭伝承保存委員会（市附属機関）と町内修理委員会の連携による用具の保存修理の推進

・認知向上

イベント（「からくり町巡り」「犬山祭宵祭り」）の開催、犬山祭 HP 及び Facebook の開設、

市広報内「LOOK! 犬山祭」スペースの開設、犬山祭グッズの販売 

・教育普及

犬山北小学校社会科学習授業「白帝ワーク（車山蔵見学）」、城とまちミュージアムでの関連

企画展開催、IMASEN 犬山からくりミュージアムの整備と開館、市民総合大学「祭り文化学

科」の開講

・保存会の組織強化

保存会の法人化と新たな運営の試み

３．上記の取組の効果や見えてきた課題 

・効果

犬山祭に対する理解の深まりと文化財保護への意識の高まり

市民・観光客が犬山祭の文化に触れる機会の増加

インバウンド需要の増加

・課題

祭りを維持する地域の少子高齢化

祭りを継続するために必要な資金の調達

祭りに関連する技術の継承

４．その他、ユネスコ登録との関係で行事の保存・活用上、留意されること 

・安全な祭り運営のための対策

感染症対策

雑踏事故防止対策
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資料９―１ 

1

「風流踊」の保護・継承に係る取組事例の説明資料 

（香川県）



文化審議会無形文化遺産部会 

令和８年７月９日 

香川県のユネスコ無形文化遺産の利用

－「代表」概念の翻訳と北条念仏踊復活まで－ 

香川県教育委員会生涯学習・文化財課 

佐々木涼成 

はじめに 

 令和４年、香川県の綾子踊（昭和 51年国指定）、滝宮の念仏踊（昭和 52 年国指定）を含

む「風流踊」がユネスコ無形文化遺産の代表一覧表に記載された。ここで言う「代表

（Representative）」は、優劣や序列を示すのではなく、認知度を高め、文化的多様性を尊

重する対話を促進するために用いられた概念であったが、日本では「世界に認められた文

化財」と受け止められることも少なくなかったように思われる。 

本報告では、香川県における「風流踊」の登録を機に行ってきた事業をもとに、「代表」

という概念を現場でどのように理解/曲解し、地域へ伝えてきたのかを報告する。 

１ 「風流踊」登録までの経緯と香川県の民俗文化財行政 

（１）「風流踊」登録前史として 

・綾子踊、滝宮の念仏踊の記録選択（昭和 46 年）⇒『「讃岐の雨乞い踊り」調査報告書』

・綾子踊（昭和 51年）、滝宮の念仏踊（昭和 52年）の国指定

・全国民俗芸能「風流」保存・振興連合会（コミュニティ）の組織化（平成 29 年～）

・ユネスコ政府間委員会への提案（令和２年）

（２）民俗文化財専門職員の配置

・祭礼の県指定化に向けた合意形成（令和７年に指定）

・無形民俗文化財の継承にかかる課題（現在も継続中）

⇒「風流」やこれら民俗文化財関連事業等を背景に、『香川県文化財保存活用大綱』（令和

２年）にて各文化財種別の文化財専門職員配置の方針

⇒発表者が文化財保護部局民俗文化財専門職員として採用（令和４年）

２ ユネスコ登録を契機とした事業 

（１）登録記念事業の企画

・「風流踊」無形文化遺産登録推進事業実行委員会の設立 

（佐文綾子踊保存会、滝宮念仏踊保存会、まんのう町、綾川町、香川県） 

・展示、記念行事の企画、開催

（２）展示「いま・ここにある「風流踊」を生きる」（令和４年 10月～）

・香川県内の風流踊を風流系念仏踊、風流系小歌踊に分け、滝宮の念仏踊、綾子踊はそれ

ぞれを「代表」しており、その範囲に県指定団体も含まれているものと位置付ける。

⇒「代表」概念は条約等には定義されていない。

・歴史や由来だけを紹介する展示ではなく、県指定の風流踊も含め、現在の担い手がなぜ

踊り続けるのかという命題を展示の中心に据える。

・文化財/文化遺産を「私たちのもの」として捉え直す、というコンセプト。
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（３）記念行事「見まい！来まい！踊りまい！風流まいまいフェスタ」（令和５年３月）

・イベントの出演は、綾子踊、滝宮の念仏踊を中心に企画。香川県の「風流踊」を紹介する

冊子を配布し、登録を受けた二つの踊り以外にも目を向けてもらうことを企図。

３ 「代表」をめぐる登録前後の実践 

（１）保存会との対話

・展示に向け、佐文綾子踊保存会、滝宮の念仏踊保存会、県指定の風流系民俗芸能各保存

会会長（計８人）へも各２時間ほどの聞き取り。

・「代表」の趣旨に基づき「綾子踊・滝宮の念仏踊だけが無形文化遺産ではない」と伝える。 

・会長たちは、自身の経験や縦と横に伸びる人間関係（コミュニティ）のなかで、「風流踊」

を継承し続けることを常に「選択」し続けている。 

⇒誰がためのユネスコ無形文化遺産制度か、を考えさせられることにもなった。

（２）地域の受容－対話・展示を通じて

・田野々雨乞踊（県指定・風流系小歌踊）

⇒奉納時に保存会会長が「風流踊」がユネスコ登録を受けたことを毎年紹介

・南鴨念仏踊（県指定・風流系念仏踊）

⇒「ユネスコになった滝宮の念仏踊より俺たちの方が古い」という語り

※狭義には登録されていない団体にも、「自分たちも無形文化遺産の担い手である」とい

う自己認識や誇りが形成された。 

４ ユネスコ無形文化遺産登録後の展開 

（１）北条念仏踊（昭和 31年県指定）の復活

・平成６年以来、約 30年間の中断

・令和５年地元協議を経て、保存会の再始動

・令和７年、30代を中心とした若手が踊り手となり 30年振りの奉納が行われた

⇒復活協議中、北条念仏踊も「風流系念仏踊」の一つという理解を共有し続けた。

（２）現在

・約 10 年間の中断にある和田雨乞踊（風流系小歌踊）の復活に向けた支援

おわりに 

・地方文化財行政からすれば、「代表」概念をどう理解し伝えていくか、が全て。

・日本では、文化財保護法、条例における未指定、市町指定、県指定、国指定という区分

が、文化財の重要性を示す序列として受容されている。

・国指定文化財を中心に代表一覧表への提案が行われているが、こうした制度においては、

代表一覧表への記載は、国指定のその上の「世界指定」とも受け止められ得る。

・この制度上の捻じれを利用し、「代表」概念が持っている趣旨を地域へ翻訳することで、

むしろ登録を受けた狭義の「無形文化遺産」以外の同種の保存会の継承意識や誇りの醸

成につなげていくことができる。

・保存会にとってユネスコ登録は本当に良かったことなのかを常に問い続ける必要がある。 

参考文献 

佐々木涼成 2023「犬は吠えるが踊りは続く－『民俗文化財』は続くのかという問いから」『IKUNAS』(17)株式会社 tao 

俵木悟 2018『文化財／文化遺産としての民俗芸能：無形文化遺産時代の研究と保護』勉誠出版 
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別添参考資料－代表概念（Representative）について 

無形文化遺産の保護に関する条約から抜粋 

第 16条 ― 人類の無形文化遺産の代表一覧表 

1. 無形文化遺産の認知度を高め、その重要性に対する認識を深め、文化的多様性を尊重

する対話を促進するため、委員会は、関係締約国の提案に基づき、人類の無形文化遺産の

代表一覧表を作成し、最新の状態に保ち、公表する。 

無形文化遺産の保護に関する条約の実施のための作業指針から抜粋 

当該要素の登録は、無形文化遺産の重要性に関する可視性および認識の確保、ならびに

対話の促進に寄与し、それによって世界的な文化的多様性を反映するとともに、人間の創

造性を証するものである。 

ユネスコ事務局が 2010年に作成した研修教材から抜粋（グーグル翻訳を使用）

UNESCO, Training and capacity-building materials (2010) 

「代表（Representative）」という用語は、条約や実施指針において定義されていない。

その解釈は多岐にわたり、地域社会、民族、国家、あるいは地域の無形文化遺産（ICH）を

代表するものとしてだけでなく、無形文化遺産の多様な分野や、人間の創造性を代表する

ものとしても捉えられている。「代表一覧表」という名称が選ばれたのは、条約の策定過程

で検討された他のいくつかの名称（無形文化遺産の要素間に序列の概念を持ち込みかねな

いもの）よりも好ましいと判断されたためである。条約は、特定の要素（例えば、条約のい

ずれかの一覧表に記載された要素）が、記載されていない他の要素よりも重要であるかの

ように示唆することで、要素間に序列を設けることを意図しない。 

 こうした理由から、2008 年に代表一覧表へ「人類の口承及び無形遺産の傑作」（無形遺産

に関するユネスコの以前のプロジェクト）として宣言された 90 件が組み入れられた際も、

「傑作（Masterpieces）」という名称は採用されなかった。このようなアプローチは、「顕

著な普遍的価値」という基準を用いる「世界遺産一覧表」と、代表一覧表を区別する。代表

一覧表に記載された要素は（「緊急保護一覧表（USL）」に記載された要素と同様に）、何よ

りもまず、それらを創造し、実践し、伝承する地域社会にとって価値あるものである。 
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文化審議会無形文化遺産部会 2026/7/9

1

香川県のユネスコ 
無形文化遺産の利用 
－「代表」概念の翻訳と 
北条念仏踊復活まで 

香 川 県 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 ・ 文 化 財 課  

佐 々 木 涼 成  

令和８年７月９日
文化審議会無形文化遺産部会

令和４年 「風流踊」のユネスコ無形文化
遺産への登録（代表一覧表への記載）

綾子踊（香川県まんのう町） 滝宮の念仏踊（香川県綾川町）

1

2

（補足資料）
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文化審議会無形文化遺産部会 2026/7/9

2

ユネスコに登録「されて
いない」風流系民俗芸能
の分布

代表（Representative） ＝ 世界一？

UNESCO条約16条 認知度の向上・対話・文化的多様性のための代表一覧表 

  ⇅ 

日本 世界に認められた文化財？ 

条約等では「代表」は未定義。ただし、「顕著で普遍的な価値」へのアンチ
テーゼとして生まれた概念である。

ユネスコ登録を機に、文化財行政は「代表」概念をどのように利用できるか

3

4

6



文化審議会無形文化遺産部会 2026/7/9

3

展示「いま・ここにある
「風流踊」を生きる」

コンセプト

・香川県内の風流踊を風流系念仏
踊、風流系小歌踊に分け、滝宮の
念仏踊、綾子踊はそれぞれの「代
表」・「例示」であり、その範囲
に県指定団体も含まれているもの
と位置付ける。

・文化財/文化遺産を「私たちの
もの」として捉え直す

来まい！見まい！
踊りまい！風流ま
いまいフェスタ

撮影：高橋章

5

6
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文化審議会無形文化遺産部会 2026/7/9

4

展示に際して
の聞き取り

継承の基盤にある関係性は何か 

「保存会」だけではなく、先輩や先
祖といったタテ、水不足に悩んだ共
同体や青年会といったヨコの関係性
（コミュニティ）から、民俗芸能を
「私たちのもの」として捉える

代表概念の趣旨を伝え続けた結果

・県指定団が奉納時に「風流踊」が登録を受けたことを毎年紹介
・「ユネスコになった滝宮の念仏踊より俺たちの方が古い」

7

8
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文化審議会無形文化遺産部会 2026/7/9

5

北条念仏踊の展開

・県指定無形民俗文化財

・平成６年の奉納を最後に中断

・令和５年よりかつての踊り手
と協議を開始

・令和５年12月に保存会再始動

・令和６年５月にシンポジウム
開催

・令和７年２月に練習開始

継続的に代表概念を共有 

令和７年４月 30年振りの奉納

9

10
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文化審議会無形文化遺産部会 2026/7/9

6

おわりに
課題－保存会にとってユネスコ登録は本当に良かったことなのかを問い続ける 
・無形文化遺産制度と文化財保護制度の趣旨は（実態はともかく）異なる

・香川県は「代表(Representative)」という定義されなかった概念を地域へ翻訳したが、
その翻訳が、そしてユネスコ登録が、どのような結果を生むのか。

・認知度、重要性、文化的多様性への認識は確かに深まった（行政的には成功？）

・保存会は、むしろ自身の現在地を常に見据え続ける必要性が高まっている

・保存会員の自己認識レベルの変化をどのようにモニターし、どのように評価するか。

・「民俗芸能」と「伝達プロセス」の保護の間をどのように調整するのか。

11
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「風流踊」の保護・継承に係る取組事例の説明資料 

（香川県仲多度郡まんのう町）

資料９―２ 
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文化審議会無形文化遺産部会 

令和８年７月９日 

ユネスコ無形文化遺産登録が地域にもたらしたもの

～綾子踊の継承と全風連の運営モデル～ 

まんのう町教育委員会 生涯学習課文化財室 

 加納裕之 

はじめに 

人口約 1万 7,000人の香川県まんのう町の文化財担当として、全国 43団体・65自治体

が集まる「全国民俗芸能『風流』保存・振興連合会（全風連）」の立ち上げからユネスコ登

録まで事務局を務めてきた。地方の小規模自治体や保存会にとって、地域の伝統芸能がユ

ネスコ無形文化遺産に登録された意味を、担当者の実感として報告する。

１ 地域と全国のネットワーク：綾子踊と全風連の取り組み 

民俗芸能を未来へ繋ぐには、「地域内」の緊密なつながりと、「全国」という広域的なネ

ットワークの双方が機能し合うことが不可欠である。 

(1)地域が一体となった継承活動

・まんのう町の「綾子踊」が伝わる佐文地域は住民約 400人の小さな集落であり、住民全

員が保存会員となる、いわば「顔の見える関係性」で世代を超えて踊りを守ってきた。 

・小学校での学習に加え、子ども自身が「花笠」を制作する「花笠ペーパークラフト」を

導入し、子どもやその親世代を巻き込む工夫を行っている。

(2)全国でつながることで生まれた意識の変化

・ユネスコ登録を芸能継続の契機と捉えて「全風連」を結成し、会報やウェブサイトを通

じて各地の課題解決策や工夫を日常的に共有できる関係を築いた。

・万博や国民文化祭での合同公演を通じて、普段は別の仕事を持つ地元の担い手たちが全

国の注目に触れ、独自の伝統への誇りと当事者意識を持つ原動力となっている。  

(3)会長・事務局の全国巡回と会の運営の省力化

・加盟自治体の多くは、文化財担当者が少人数。負担集中を防ぐため、規則で事務局を 2

年ごとに全国で回す仕組みを作った。2年に 1度は総会に皆で集まり、直接顔を合わせ

て意見交換や懇親会、地元の民俗芸能を現地で学ぶ研修会などを開催している。

・次の自治体へスムーズに引き継げるよう、会議のオンライン化や予算の少額化、情報共

有のプラットホームとなるホームページの活用など、事務局の仕事は徹底的にスリム化

し、都府県のサポートも含め、少ない人員でも無理なく運営できる仕組みとしている。 

・現在の香川県綾川町から新潟県柏崎市、滋賀県甲賀市へと向こう 4年間の引き継ぎがす

でに決まっており、各地が「自分ごと」として当事者意識を持つ環境ができている。 

・事務局が全国を次々と持ち回っていくことで、ユネスコ登録の効果や熱量を特定の地域

に留めず、日本全国へ広く波及させていくことが可能となっている。 
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２ 継承の最前線：担い手ヒアリング 

ユネスコ登録から少し時間が経った今、保存継承の現場で、これからの運営を引っ張っ

ていく若い世代がどう感じているのか、現場の本音をお聞きした。 

【話者】40代。最前列で踊る小学生の男の子の役割である小踊の指導を行う。普段は小学

校の教員。今年の公開では小学 1年生の息子さんが小踊としてデビューする予定。 

【ヒアリングで語られた内容】 

・ユネスコ登録によって「外に向けてアピールする」という感覚はあまり生まれていない。

それよりも、「みんなで続けていこう」という思いを強める上でとても役立っている。

学校や地域で子どもに教えるとき、「これは世界に誇れる大切な地域の文化なんだよ」

と伝え、それが興味を引き、誇りを持たせる良い手段となっている。 

・その一方で、未来への危機感は切実である。地域では小学生の男の子が減少しており、

現在の芸能の形を維持することが年々厳しくなっている。また、今保存会の中心は 50

代以上の先輩方。この中心メンバーが若い世代に移っていったとき、「本当に今の規模

や形のままで、これからも公開を続けていけるのだろうか」という不安を抱えている。 

 

３ 文化財保護担当者としての見解 

現場の担い手たちとお話しする中で、文化財担当者として強く感じた、「伝統芸能分野

におけるユネスコ登録の意義」は以下のとおりである。 

・少子高齢化による人手不足や、世代交代への不安など、地方の小さな民俗芸能が直面し

ている課題は多い。しかし、ユネスコ登録というきっかけによって生まれた「この文化

を次の世代へ絶対に繋ぐんだ」という意識は、確実に息づいている。 

・誇りを持った担い手たちの周りには、地域の外からも「手伝いたい」という仲間が集ま

り、困難を乗り越えるためのアイデアや、新しいつながりが生まれ始めている。 

・「花笠ペーパークラフト」も、風流踊のネットワークを通じて、他県の先進的な事例を

知ったことから生まれたもの。課題が多いからこそ、全国の仲間とつながり、「今の時

代に合わせた、新しい伝え方や見せ方」を柔軟に工夫する活力が生まれている。 

 

おわりに 

無形文化遺産条約の本来の意義は、形なき「生きた伝統」を地域自らの手で次世代へ繋

ぐことにある。登録を契機に住民が「誇り」を取り戻し、少子高齢化等の課題に対して新

たな仲間や知恵、つながりを生み出す原動力とすべきである。 

これは全国のあらゆる民俗芸能にとっても同様である。登録や華やかな舞台への出演を

喜ぶだけでは現場の衰退は止まらない。重要なのは、各地域が将来のビジョンを掲げ、そ

の中で「ユネスコ無形文化遺産」という手段をどう活用し継承するかという、主体的な戦

略を持つことである。 

人々がつながり、相互に意識を高め合う対話の場が生まれること。そして、外部の力を

巻き込み持続可能性を高めていくこと。このような主体的な動きが全国で連鎖してこそ、

「代表」一覧表への記載の真の意味があると言える。 
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『第20 回無形民俗文化財研究協議会報告書　民俗文化財をネットワークで守り、活かす』より抜粋
令和8年（2026）3月、編集・発行：独立行政法人国立文化財機構 東京文化財研究所 無形文化遺産部

（補足資料１）
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（補足資料２）
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（補足資料３）

17

長方形
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